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■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱

第25回（通算1303回）例会

会長あいさつ

　先日のクリスマス家族会に
多数の方のご出席ありがとう
ございました。大川原親睦活
動委員長はじめ委員会の皆
さんには準備が大変であっ
たことと思います。サンタクロ
ースの高橋さんご苦労様で
した。川島さんには毎年会場

のイルミネーションなどの飾り付けをしていただきまして感
謝申し上げます。お陰様で盛大に開催することができまし
た。皆さんありがとうございました。
　クリスマスは日本でも祝日にしようという話があるそうで
すが、23日が天皇誕生日ですし、憲法が規定する政教分
離の原則もあることから祝日となるのは難しいようです。今
日はクリスマスイブですが、教会暦では1日は日没から日没
までとされており、24日の日没からイブが始まるそうで、キリ
スト教圏では主に家族と過ごし、プレゼントなどは常緑樹
であるモミの木の下に置きます。
　来週は年末のため休会です。来年1月7日(火)6時30分
から深沢の成庵で新年会を開催します。

高縁　勝一　会長

パスト会長卓話

　今年度会長方針でパ
スト会長の職業紹介という
ことで順番が回ってきまし
たので、今日は質量を測
定するための基となる「原
器」と、5ミリグラムまで計測
できる大変精度の高い「コ
ンパレーター」を持ってきま
した。当社には1～0.5ミリま

で計測できる秤もありますが、あまりに精密なために移動
することができません。この他にも20キロ、500キロ、1トンの
コンパレーターがあり、精度調整をしながらそれぞれを使
っております。
　私の会社の県南
計器（株）では重さ
を計る質量計や、ガ
ソリンなどの計量機
の流量計などを扱
っております。ガソリンスタンドにあるメーターをよく見ると年
月日が記述してあります。これは検定期限を表すものです。
数年前までは検定期限は5年ごとでしたが、現在は7年ご
とになっています。ガスメーターや水道メーターなどの検定
期限は7～8年、長いものでは15年になっています。期限ご
とに県の検定を受けなければ使用することはできません。
秤も定期検査を受けなければ取引に使用することはでき
ません。昔は郡部では3年に1回、都市部では年1回とされ
ていましたが、あまりにも周期が短いということで何度か改
正され、現在は郡部も都市部も2年に1回となっています。
定期検査を受けないで取引に使用した場合は罰金刑に
処せられます。それらの業務を当社がお客さんの依頼を
受けて、定期的に検査を受けております。
　検定・検査業務には計量士という国家資格が必要で
す。計量士の国家試験は仙台、東京、大阪など全国9都
市で年に1回だけ行われますが、合格率は1割に満たない
ほどです。全寮制の計量教習所が筑波にあります。3カ月

の1次講習と3カ月の2次講習を受けた後に国家試験に合
格し、さらに5年間の実務経験を経なければ計量士の資
格をもらえません。費用と時間が長くかかるためになかな
か社員を育てることは難しく、どうしても身内を頼ることに
なります。計量士の資格を取るために私の長男が計量教
習所に行きました。
　計量関係の会社はほとんどが4～5人の零細企業です。
当社は流量計も扱っておりますので12人ほどおります。そ
れほど大きな商いではありませんが、利益率が高いので
なんとかやっています。特にメーカーの仕事をすると余裕
が生まれるのですが、それほど多くはありませんので大変
です。現場を見ていただくと仕事の内容がよくお分かりい
ただけることと思いますので、ぜひ職場訪問をしていただ
きたいところです。県外の仕事もありましたが、現在は主に
県内の仕事をしております。私はまだ原器そのものは見た
ことがありません。フランスにある国際原器を基にしている
ものが世界各地にあり、日本には筑波にあります。原器は
質量として変化しにくい白金とイリジウムという材質の金
属が使われています。厳重に管理された中に保管されて
いて、外には全く出しません。当社の原器を3年に1回、筑
波に持って行って調整しています。原器にはE級、F級1・
2、M級1・2の等級があり、それぞれ結構な値段がします
が、これがなければ検査を受けることができません。県に
ある一番大きなものは60トンで、当社にも同等のものがあり
ます。20キロは3年に1回、他は5年に1回の定期検査の検
定を受けなければなりません。そのための管理費用がま
た結構かかりますので、粗利の高い職種ではありますが、
なかなか余裕が生まれません。
　ガソリンの流量計の検査は7年に1回です。ガソリンスタ
ンドの減少により、この検定費用は以前の半分ほどになっ
てしまいました。このままでいくと大手元売りの子会社か個
人経営しか残らないと思います。山間部に行くには途中
での給油はできないことを考えて、満タンにして出掛けな
ければならなくなる可能性が大きくなっています。価格競
争もあって大変厳しい業種のひとつであると思います。補
助金が出ている間はなんとかなりそうですが、それ以降は
厳しくなることが間違いなさそうです。そのために会社・工
場関係に毎年の定期点検の契約をするなど対応して行
かなければならないと考えています。

遠藤　道行　さん　第25代会長

幹事報告
例会変更
◎12/25(水)郡山西RC→12/20(金)6：30PM～
　家族望年会　ベルヴィ郡山館

川名　修一　幹事

　12月13日に根本さんと高橋さん2名の新入会員オリエン
テーションを開催し、高縁会長、伊野さん、大川原利信さん、
横田副幹事、挽野さんが出席しました。委員長が出席でき
ず申し訳ありませんでした。資料に基づき、会員の特典と義
務、ロータリーの目的・四つのテストの解説、主な行事と会合、
真の親睦活動とは何か等について勉強会を行いました。

遠藤道行ロータリー情報委員長

2013～2014年度
国際ロータリーテーマ



会員数
30名

出席者数
17名

欠席者数
13名

出席率
56.67％

前回修正率
100.00％

前々回修正率
83.33％

■ 出席報告　　　　　　　　　鈴木　聡　出席委員長

■ 他クラブ出席者
◎12/10(火)地区社会奉仕セミナー　　　伊野　勝彦さん
◎12/12(木)野﨑ガバナーエレクト国際協議会歓送会
　　　　　　　　　　　伊野　勝彦さん　小野塚昇一さん
◎12/12(木)郡山南RC・12/18(水)郡山西北RC
　　　　　　　　　　　郡山アーバンRC 挽野　喜孝さん

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫ロータリー財団委員長
◎川名　修一さん（遠藤さん卓話楽しみです。）
◎伊野　勝彦さん（メリークリスマス。そして良い年をお迎
　えください。）
◎古山　英夫さん（遠藤さんの卓話楽しみにしています。先
　日はありがとうございました。来年も元気で楽しい一年を
　迎えられますように！）
◎村上　秀元さん（大変お世話様になりました。）
◎増渕　幸三さん（遠藤さん頑張って楽しい卓話期待してます。）
　森合　三郎さん・平石　典生さん・挽野　喜孝さん
　大川原利信さん

  米山記念奨学会委員会報告　　　挽野喜孝国際奉仕委員長
◎高縁　勝一さん（遠藤さんの卓話よろしくお願いいたしま
　すネ。）

  スマイルＢＯＸ委員会報告　鈴木　聡出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎高縁　勝一さん（先日のクリスマス家族会とっても楽しか
　ったです。）
◎古山　英夫さん（先日は皆様よりの御香典ありがとうござ
　いました。）
◎伊藤　重幸さん（メリークリスマス！）
◎溝井　宇一さん（遠藤さんの卓話を楽しみに！）
◎村上　秀元さん（会員卓話を楽しみに。）
　遠藤　道行さん・小野塚昇一さん・矢吹　智喜さん
　挽野　喜孝さん・鈴木　聡さん

ー閉会点鐘

古山　英夫さん
　先般、母の葬儀に際しましては香典・御花等ありがとう
ございました。98才でした。60才の時に脳梗塞で倒れ
て日本医大に運ばれて闘病を生活をしてリハビリをして
3年ほどして歩けるようになりました。郡山にも何度か
来てくれました。
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ンパレーター」を持ってきま
した。当社には1～0.5ミリま

で計測できる秤もありますが、あまりに精密なために移動
することができません。この他にも20キロ、500キロ、1トンの
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ていましたが、あまりにも周期が短いということで何度か改
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ます。20キロは3年に1回、他は5年に1回の定期検査の検
定を受けなければなりません。そのための管理費用がま
た結構かかりますので、粗利の高い職種ではありますが、
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　ガソリンの流量計の検査は7年に1回です。ガソリンスタ
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てしまいました。このままでいくと大手元売りの子会社か個
人経営しか残らないと思います。山間部に行くには途中
での給油はできないことを考えて、満タンにして出掛けな
ければならなくなる可能性が大きくなっています。価格競
争もあって大変厳しい業種のひとつであると思います。補
助金が出ている間はなんとかなりそうですが、それ以降は
厳しくなることが間違いなさそうです。そのために会社・工
場関係に毎年の定期点検の契約をするなど対応して行
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